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イーハトーブ花巻応援寄附金寄附者

自主財源の確保と地場産品のＰＲ・受注拡大を図るため、ふるさと納税制度を推進するとともに、寄附受
入れに係る事務処理を行う。

PR回数

事務事業評価シート
成果指標の達成度の要因分析（成果指標を設定しない場合は、その理由を記載）
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事務事業評価シートイーハトーブ花巻応援寄附金推進事業費
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成果指標の達成度 目標値より高い 概ね目標値どおり 目標値より低い

01 02 01 06 124170 イーハトーブ花巻応援寄附金推進事業費

行政経営 持続可能で健全な財政経営

自主財源の確保

寄附額（自主財源）が増加し、地場産品のPRや花巻市の知名度が向上する。

○寄附手続 279,766千円
寄附の受付、税控除個人情報に関係する事務処理

○寄附者への返礼品の贈呈 1,070,168千円
花巻市の地場産品等を寄附者へ返礼品として贈呈

○寄附額の拡充を図るための情報発信 5,751千円
各種広告の掲出

○ふるさと納税取扱事務の外部委託 30,961千円
寄附に係る受領証明書の発送や返礼品発送の取りまとめ事務等を委託
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○

コロナ禍による巣ごもり需要が追い風となったほか既存返礼品の写真や紹介文などの見直しや新規返礼品の発掘
に努めたことで、寄附の増加につながった。
また、メールマガジンやポータルサイト内の広告の活用ができたことで、寄附者の目に触れる機会が多かったこ
とも要因となった。

○ 妥当である
見直し余地がある
妥当でない

向上余地がある○
向上余地がない

事業費の削減余地がある
人件費の削減余地がある

○ どちらも削減余地がない

受益機会の見直し余地がある
費用負担の見直し余地がある

○ 適正である

ふるさと納税制度は所得税及び住民税からの寄附金控除の仕組みを利用し
た、大都市圏から地方への還流を促す制度であり、行政が関与することが
妥当である。

PR活動の強化による花巻市の知名度向上の取り組みや、返礼品の充実を一
層図ることにより、寄附件数及び寄附金額の一層の増が見込まれる。

事業費については、寄附件数に応じた規模の範囲内での事業実施となり、
削減余地はない。人件費についても、寄附件数に対して、現行の人数が適
正規模であることから、削減余地はない。

他自治体の実施状況や総務省通知の内容に基づき、適正な範囲で実施して
いる。

コロナ禍による巣ごもり需要が追い風となったほか、既存返礼品の見直しや新規返礼品の開拓と時期に合
わせた季節限定の返礼品を多く登録することができたことで、寄附の確保に貢献した。
自主財源の確保をしつつ、地場産品をPRするツールとして、本事業は有効であると考える。

コロナ禍による巣ごもり需要がいつまで続くか不明な状況であるため、ますますの既存返礼品の磨き上げ
と新規返礼品の開拓、効果的なPRを図る。


